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〔北海道立林産試験場 平成18年度年報〕

試験研究成果の概要（Ⅲ 木材産業等の体質強化を図る技術開発）

Ⅲ.1.1 光触媒機能評価システムの構築および活用製品の開発 
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はじめに 

光触媒を応用した製品は，いろいろな分野で普及

してきているが，その特徴，性能に関して不明な面

が多い。北海道においても，各試験研究機関に光触

媒製品の性能に関する問い合わせや技術相談が増加

してきている。これらのニーズにこたえるためには，

要求される機能（防汚，抗菌，空気浄化，水浄化）

に対して，信頼性のある評価を行う必要がある。 

現在これらの各性能について標準試験（JIS）が

検討されている。林産試験場では，空気浄化につい

て JIS 案に準じた性能評価の検討を行った。 

研究の内容 

 17 年度は，空気浄化機能の評価を行うための装置

を製作し，評価方法の検討を行った。その結果，評

価対象となる汚染ガス（アセトアルデヒド）を連続

的に発生させるには，莫大な試験費用が必要となり，

依頼試験費用等の高騰にもつながることが分かった。

そのため，18 年度は汚染ガスの安価な発生方法を検

討した。また，この評価装置を用いて光触媒粉末製

品の汚染空気浄化性能を測定した。 

汚染ガスの発生方法の検討 

 安価な汚染ガスの発生は，フッ素樹脂チューブ（内

径 0.5cm 外径 0.6cm）にアセトアルデヒドを封入し，

一定温度（40℃），一定空気流量（1L/min）の条件下

で行った。これは，フッ素樹脂の拡散性によって

チューブ内部のアセトアルデヒドがチューブ外に一

定の割合で放散する性質を利用したものである。第

1 図に，充填したアセトアルデヒドの拡散による

チューブの重量減少量を示した（繰り返し回数 3回）。

長時間にわたり一定の速度で重量減少していること

が確認できた。フッ素樹脂からのアセトアルデヒド

透過速度は，894ng/min/cm と算出され，このガスを

清浄空気で適宜希釈することにより，安価で安定し

たガスの供給が可能となった。 

光触媒粉末製品の空気浄化性能の検討 

 市販製品 2種類について，標準試験に従いアセト

アルデヒドの除去性能を測定した（第 2図）。製品 1

と2について，それぞれ除去率は72％と54％となり，

既往のデータ 1）と同程度の値が得られた。このこと

から，本評価装置で高い精度のデータが得られるこ

とが確認できた。 

まとめ 

標準試験に準じた空気浄化性能の評価方法を確

立した。今後は塗料など市販製品について試験を行

うとともに，木質材料と光触媒を組み合わせた材料

開発について検討する。 
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第 1 図 フッ素樹脂チューブからの 
アセトアルデヒド透過性 
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第 2 図 光触媒粉末製品の 
アセトアルデヒド除去性能 
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